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　私は、ボランティアとは本来、自発的意思や行
動のことをいうと思っている。ボランティア＝無
料というイメージがあり、少しでもボタンを掛け
違えれば「やらされている感」や「やりがいの搾
取」と言われかねない。だから、いかにボラン
ティア活動にやりがいを見出だしてもらうか、自
分たちの活動がホールの役に立っているかという
ことを実感してもらうため、あの手この手でボラ
ンティアに伝えたり、体感してもらったり、「特
別感」を感じてもらうように四苦八苦していたが、
シューベルト・シアターの取組みや、BAM の考
えを聞いて、少し目から鱗が落ちた。
　
③障がい者がともに働く姿
　もう一つ印象的だったことがある。最終日、
ニューヨークのマンハッタンにあるラ・ママ実験
劇場（以下ラ・ママ）を訪問したときである。ラ
･ ママは、独特の雰囲気をもった施設だった。創
設者であるエレン ･ スチュワート氏の想いが色濃
く受け継がれ、それが反映されている劇場だ。劇
場だけでなく、寮まで備わっており、演者がスー
ツケース一つで訪れても上演できるように受け入
れ態勢が整っている劇場だった。
　そのラ ･ ママの劇場内を視察しているとき、仕
込みの現場に遭遇した。普通の風景だったのだが、
スタッフの中に腕がないスタッフがいた。私はそ
の人が気になって仕方なかった。
　日本でも障がいをもった方が働く姿は日常でも
目にする。けれど、それは福祉施設や関連団体で
見かけることの方が多い。一般企業で働いている
姿は正直あまり見たことがない。少なくとも、私
の周りでは珍しいほうだと思う。実際、私の働く
事務所には障がいをもった人は働いていない。一
緒に働くにしても、現状では受け入れ体制は整っ
ていないし、一緒に働く体制よりも、ホールに来
てもらう・公演を観に来てもらう体制を整えるの
に精一杯である。けれど、ラ・ママにとっては、

日常の風景で何も特別なことがない、当たり前の
姿のようであった。
　印象的だったことを挙げだすとキリがないぐら
い、私には刺激的で、多様な出来事が経験、見聞
きできた期間であった。そもそも今回の研修生メ
ンバーと出会えたことも私には刺激的なことだっ
た。今まであまり外部の方と関わったことがな
かったため、この研修でいろいろな地域の劇場の
方に会えただけでも面白い出来事だった。同じ日
本国内でも規模が違ったり、ホールの成り立ちが
違ったり、主力になるジャンルが違う分、さまざ
まな事業があり、多様なアプローチ方法があって、
研修生メンバー間の話を聞いているだけでも面白
かった。

　
　この研修に参加するときに提出した小論文に、
私は「地域の総合コーディネーターとしての役割
を果たしたい」と書いた。それを書くに至ったの
は、私が勤めるホールの周辺に大きなベトナム人
のコミュニティがあること、最近、そういった外
国籍のお客様の利用が少しずつ増えているが、言
葉の壁や文化の違いでうまくコミュニケーション
がとれないから、何とか彼らを理解し、ホールを
通じて地域にもっと自然に馴染んでもらう方法が
ないか学びたいと思ったからだ。
　私は、これをラ・ママの担当者に質問してみ
た（ラ・ママはまさにそういう劇場で、白人だけ
でなく、黒人も日本人もアジア人も、さまざまな
人種の人が働いていた）。どうすれば、バックグ
ラウンドの違う人や、さまざまなハンデや課題を
もった人たちを取り込んでいけるか、と聞いてみ
たのだ。
　担当者から返ってきた答えはとてもシンプル
で、「そういう問題意識をもっていることが大事
なのではないか」ということだった。自分のバッ

2.学んだこと
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クグラウンドにある文化に触れたいという思い
や、アイデンティティ上のプライドは誰もがもっ
ているものだから、敷居の低いプログラムや小さ
いことから取り組んでいってはどうか、というこ
とだった。
　この答えを聞くまで、私はとても高尚なことを
しないといけないと思っていた。簡単なことでい
いから何か始めてみてはどうでしょう、というシ
ンプルな答えに肩すかしをくらったような気分が
したのと同時に、どうしてそんな簡単な、当たり
前のようなことに気付かなかったのか……と少々
恥ずかしくもなった。けれど、実体験による実感
は、私は実になると思っている。たとえば、国際
交流センターと組んで、多文化紹介プログラムに
取り組んでみるとか、団体でも個々でもどんなく
くりでもいいから自己紹介ができるようなメッ
セージボードをロビーにおいてみる、など。無理
に公演などと絡めずに、小さいメッセージ展やそ
んなものでもいいのではないか、あまり珍しさは
ないかもしれないが、地域の特性が出て面白いも
のができるのではないかと思った。

　研修に参加する前、地域の課題をクリアして地
域の総合コーディネーターになるには、相互理解
が糸口になると思っていた。結局は、核になるの
が「人」だからだと思っていたからだ。研修後も
それは変わらない。むしろ、その考えは強くなっ
たと思う。
　本研修で、研修生メンバーをはじめ、アメリカ
の視察先や訪れた土地でさまざまな人に出会っ
た。多種多様な人種がいて、それぞれに課題を抱
え、解決のため、試行錯誤していた。ラ・ママで「小
さなことからやってみてはどうか」という言葉を
もらったとき、その直前まで具体的に真似できる
事業や取組みがないか、そんなことを考えていた
が、そうではなくて、オープンドアポリシーをもっ
て取り組む姿勢が大切なのではないかと思った。

ラ・ママ実験劇場でこれまで開催された公演の写真。さまざまな人に機会を
開いてきたことがわかる

研修に参加して -3
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2. ファンドレイジングによる
　相互関係の成立
　
　施設ごとの報告書でも述べているように、アメ
リカは独自の寄付文化や税制が整っているため、
日本と違い、劇場・ホールに対する政府や自治体
による公的資金や助成はきわめて少ない。その代
わりに、地域の人たちが応援したい劇場などに直
接寄付することが一般的に行われている。寄付者
にとっては、自らの主体的な意思が反映されるこ
とで、精神的な満足感と税金控除という金銭的・
物理的なメリットが得られる。アメリカの非営利
団体の多くの劇場は、寄付者に対して出演者や劇
場関係者と懇親ができるパーティへの参加権やチ
ケットの先行・割引販売サービス、寄付者が参加
できるイベントなど、多くの付加価値のある特典
を付与している。こうすることで寄付者と施設側
には Win-Win の関係が成り立つのである。
　そして劇場は、このようにして得られた財源を、
本来の目的である実演芸術の発展に力を注ぐこと
はもちろん、若年層向け教育プログラムの実施や、
地元大学などの学術機関との連携、インターン制
度の充実をはかるなど、社会的な還元と人材育成
にも力を入れている。劇場によっては雇用促進や
地域経済への貢献につながる活動をしているとこ

ろもあるだろう。
　また、今回研修で訪れた劇場の多くは歴史的建
造物としても価値をもち、それらを未来へ残すた
めに修繕していくことも使命であると考えてい
た。このように劇場を地域の拠点とし、「寄付者」
と「地域」と「劇場」との間に絆をつくること
で Win-Win-Win という三つ巴の相互関係が成り
立っていると考えられるのである。
　このような仕組みが効率的に行われ、効果的に
発揮されている背景には、ファンドレイジングが
大きな役割を果たしている。当初、海外研修の参
加前は、筆者はファンドレイジングについてなん
となく消極的なイメージがあった。営業収入によ
る独立採算が成り立たず、さらに公的な補助・助
成金を得られない状況の中、ファンドレイジング
は寄付によって運営費を補うための資金調達方法
であり、それは劇場側だけのメリットを主張した
営業手法ではないかと感じていた。しかし各劇場
を訪問する中で、イメージはポジティブなものに
変わっていった。
　そのきっかけになった劇場関係者からの印象的
な言葉を、いくつか挙げる。
◆「非営利団体にとっての成果とはどれだけ売上

を上げたかではなく、どれだけこの劇場に人が
足を運んでくれたかである。地域にアートを届
けること。地域との関係こそが重要なのだ」

◆「仮に自助努力による独立採算が成り立ったと
しても、ファンドレイジングをなくすことはな
い。それによって地域と結びつくことができる
からだ」

◆「ファンドレイジングはフレンドレイジングと
呼ぶこともできるぐらい、地域と関係をつくる
ための重要な手法なのである」

　　このようにファンドレイジングは単に資金を
調達するためだけの手段ではなく、「地域」と「寄
付者」と「劇場」の関係を築くための手段とし
て考えられているのである。劇場関係者は皆、

ピッツバーグ交響楽団の本拠地ハインツ・ホールは、映画館
だった建物を修復・復興させて用いている

研修に参加して -5



72 スタッフ交流研修事業　海外交流研修　実施報告書

ファンドレイジングについて誇らしげに、情熱
をもって語っていた。そのポジティブさに触れ
るたび、筆者の納得感も増していった。

3. 営利団体と非営利団体の成果の
　違いとは何か

　研修では非営利団体の経営についても学ぶこと
ができ、自社及び営利団体の経営と比較しながら
考えることができた。ここでは営利、非営利の是
非を問うものではなく、また個人的な考察である
ことを前置きとしたい。
　一般的に営利団体の成果とは、市場から生まれ
る顧客ニーズを無形・有形のサービスによって満
たすことで金銭的な売上を上げ、利益を残すこと
である。そして出資者への利益配分を行い自らの
組織の発展と成長をも続けていくことである。こ
れは市場原理ともいわれ、ほとんどの場合は単年
度会計による収支が重んじられる。
　一方で、非営利団体の成果とは、市場原理には
当てはまらない社会的な問題を解決し、充足する
ことであり、そこから生み出される付加価値が再
び社会や地域に還元されることだと考えられる。
そして非営利団体は循環を旨とし、未来に向けて
価値を増幅させていくことを使命としている。
　つまり、営利団体は短期的な視点に基づく付加
価値を成果とし、非営利団体は長期的な視点に基
づく付加価値を成果としていることが、両者の根
本的な違いの一つといえるのではないだろうか。
　そうであるならば、長期的な関係性構築を本意
とするファンドレイジングは、まさしくアメリカ
の非営利団体にとって有効な手段なのだろう。も
しこれが短期的にチケットの売上だけを追い求め
てしまうと、市場原理に基づく上演作品に偏って
しまい、劇場自体の支援者を獲得することは難し
いのかもしれない。また地域への社会的還元も、
チケット販売などの営業だけでは満たすことはで

きないだろう。
　　

4. ローカライズ

　日本でもファンドレイジングは一般的になりつ
つある考えである。しかし定着化は実現するのだ
ろうか。これまで述べてきたとおり、アメリカと
日本では文化的側面や税制が大きく異なる。また
非営利団体についての捉え方も同じではないだろ
う。このままアメリカでの事例を導入するだけで
は、成功に結びつけることや、定着させることは
難しいのではないか。
　「ローカライズ」という考え方がある。ある国
の製品やサービスを別の国や地域で販売する際
に、その国の言語、法律、文化に合わせて適応さ
せることである。ファンドレイジングもローカラ
イズを意識してはどうだろうか。
　日本でも 2011 年に新寄付税制がスタートし、
税金控除のメリットは増した。ふるさと納税もま
すます熱気を帯びてきている。また、歴史的な
背景として、日本にも Win-Win-Win の三つ巴相
互関係である「売り手よし、買い手よし、世間よ
し」という有名な「近江商人三方よし」という考
え方も存在していたではないか。日本にもローカ
ライズ実現の要素は十分にある。日本式ファンド
レイジングが生まれるのはそんなに遠くない気が
する。

5. おわりに

　大切なことはただ知っているだけではなく、理
解をして、実践することである。海外研修への応
募がきっかけで「ただ知っている」だけだった知
識を、理解するところまで数段階引き上げてくれ
る体験ができた。さらなる学びを続け、実践者と
なることを目指したい。
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海外研修を通じて
感じたことを
気ままに綴る日記

藤井　佳依
公益財団法人川崎市文化財団
ミューザ川崎シンフォニーホール　事業課
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1. フィラデルフィア管弦楽団の
　楽団員について

　95 名在籍するフィラデルフィア管弦楽団（以
下 POA）の楽団員は全員フルタイムで働き、年
間 167 回に及ぶ公演をこなしている。バックス
テージツアー見学で楽団員のラウンジやグリーン
ルームを訪れた際に、演奏会を終えたばかりの楽
団員と直接お話をする機会があり、大変光栄だっ
た。
　楽団員専用のラウンジを回った際、演奏会を終
えたばかりの団員の一人が壁にかかっている写真
について説明してくださった。この写真に写って
いる方々は、オーケストラを築いてきた歴代の楽
団員たちであり、歴史的なレコーディングに携
わった方たちだそうだ。そして彼らの録音を聴い
て育った世代が現在楽団員として在籍していると
のことである。
　移動中にヤニック・ネゼ＝セガン音楽監督が
ひょっこりと部屋から出てくる姿を確認し、世界
初演のオルガン協奏曲のソリストを務めたオルガ
ニスト ポール・ジェイコブス氏がちょうど帰宅
するところに遭遇した。ジェイコブス氏は、いつ
か日本に行ってみたいとおっしゃった。
　また、グリーンルームではヴィオラ奏者のレ
ナード・エドワーズ氏が個人練習をしている最中

だった。今シーズンは彼にとって 45 シーズン目
となり、POA に入って演奏し始めたのは第 4 代
の音楽監督であるユージン・オーマンディに誘わ
れたことがきっかけだそうだ。POA はこのよう
な楽団員たちがいることで、音楽面での良き伝統
が受け継がれているのだと感じた。
　この海外研修の間、通訳を務めてくださった
ヴァイオリニストの赤星友子さんの師匠である、
沼澤弥生さんとも面会した。赤星さんは小さいこ
ろにフィラデルフィアに住んでおり、彼女の父親
が飛行機に乗った際、偶然隣の席に座ったのが沼
澤さんだった。そのご縁で娘の赤星友子さんは沼
澤さんにヴァイオリンを習うことになったのだそ
うだ。

2. 尊敬する指揮者サヴァリッシュ

　POA のグリーンルームは、ゲストの指揮者や
音楽家の控室として、あるいはパトロンとのレセ
プションに利用される。練習室として使用する場
合もある。
　この部屋の壁に第 6 代の音楽監督ヴォルフガン
グ・サヴァリッシュの肖像画がかかっているのを
発見した。サヴァリッシュは、私の尊敬する音
楽家の一人であり、高校時代に授業が終わって
から彼の指揮する NHK 交響楽団の演奏会を聴き
に NHK ホールまで足を運ぶのが何よりの楽しみ

これまでに在籍した楽団員の写真



74 スタッフ交流研修事業　海外交流研修　実施報告書

だった。彼がオーケストラから引き出す重厚なサ
ウンドが大好きだった。サヴァリッシュ＆ N 響
のコンビに魅了されて、大学時代は NHK 交響楽
団のアルバイトをするようになった。彼は私が当
番に入っていた日の公演を指揮することになって
いたが、体調不良により出演がキャンセルになっ
た。それ以来、彼は N 響の指揮台に立つことは
なかった。会場にいた全員がどれほど残念がった
ことだろう。このグリーンルームの肖像画を見た
ときに 10 年以上前の出来事が蘇ったのだ。

3. ファンドレイジングについて

　ニューヨークのラ・ママ実験劇場の担当者の話
によると、近年は芸術分野での寄付を得ることが
難しく、優先順位の高い分野は環境や医療だとい
うことだった。また、文化交流に関わる財団も減
り、宗旨替えする企業や財団もあるとのことだ。
さらに寄付金の獲得競争は芸術団体の間にも存在
する。
　そのような状況の中、POA では、競合相手と
なる文化団体よりも多くの資金の調達に成功して
いるそうだ。これにより、POA は地元の経済や

グリーンルーム

文化的活力の醸成、そして人々の生活の質の向上
に寄与している。実績として、毎年 5 万人以上の
若者の教育に貢献しているという。これは、理事
会のメンバーの手腕が成功の鍵となっているので
はないだろうか？　POA の理事会のメンバーは
オーケストラのために、ある一定額以上の資金を
調達するという約束をし、寄付者のリクルートも
行い、POA を支援しているそうだ。
　一方、コネチカット州ニューヘイブンにあるイ
エール大学のファンドレイジングの成功事例も興
味深い。ここでは演劇よりも美術館の方が金銭的
援助を受けやすいという背景から、美術と音楽の
クロスオーバーを企画してファンドレイジングの
成果を上げている。

4. フィラデルフィア管弦楽団の予算

　POA の予算の内訳は、チケット収入 37%、国
等の税収からの助成金等による収入 46%（contri-
butions, gifts, and grants）、POA 自身が集める
寄付による収入 17%（endowment income）で
ある。リーグ・オブ・アメリカン・オーケスト
ラの統計によると、全米のオーケストラ 107 団

37％

46％

17％
チケット収入POA自身による

寄付収入

国等の税収から
の助成金収入

POAの予算
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体における収入内訳の平均は、40％がチケッ
ト 収 入（earned income）、43 ％ が 寄 付 金 収 入

（contributed income）であり、残りの 17% が投
資収益（investment income）である（2013-2014
シーズン） 。POA の収入内訳は、アメリカのオー
ケストラの現状を表しているといえるのではない
だろうか。（＊ 1）

5. 社会包摂について

　マサチューセッツ州ボストン市にあるエマーソ
ン大学を訪れた際に、不思議なお手洗いの標識を
発見した。車椅子の左横に初めてみるピクトグラ
ムがある。「あっ、バイキンマンがいる」と心の
中でつぶやく。これは何だろう？　よくよくその
下の文字をみると、「インクルーシブレストルー
ム」と書いてある。
　インクルーシブレストルームとは性別に関係な
く、すべての人がこのお手洗いを利用できるとい
うことだ。トランスジェンダーを考えてみるとわ
かりやすい。この標識が掲示されているというこ
とは、男性に生まれた人が女性の心をもっている
ことを、社会が認めているということだ。たとえ

男性に生まれたとしても女性の心をもっていて良
い（正しい）のだ。その逆も同様のことがいえる。
一人ひとりが自分自身をどのように捉えるのかも
自由である。
　アメリカではジェンダーの問題が社会の最優先
課題の一つとして取り上げられ、このようなイン
クルーシブレストルームというかたちで多様な
ジェンダーを社会が受け入れることになったので
はないだろうか。日本の劇場やコンサートホール
において、そのままこの標識を取り入れることは
難しいかもしれないが、当事者同士の話し合いを
進めながら、何等かのかたちで実を結べばよいな
と思う。

6. おわりに

　アメリカ研修応募時の書類審査のための小論文
に、研修先の候補地としてフィラデルフィア管弦
楽団を取り上げ、実際に希望が叶ったことを本当
に心から嬉しく思っている。コーディネーターを
してくださった小川幹雄さんをはじめ、全国公立
文化施設協会の職員の皆さん及び関係者の皆さん
に感謝の気持ちでいっぱいである。
　また、フィラデルフィア管弦楽団に限らず、こ
の研修を通じて一度にさまざまな劇場や大学を視
察し、それぞれの劇場の運営方法を学べたこと
は、自分自身の大きな財産になった。これほど楽
しく思考をめぐらせたのも久しぶりだ。2016 年
はミューザ川崎シンフォニーホールに勤めてから
10 年目の節目の年である。ここから 10 年先を見
据えてこれまで以上に学びの場を増やし、自分へ
の投資をして会社に貢献していきたい。

インクルーシブレストルームの標識

＊1） Orchestra Facts: 2006-2014 A Study of Orchestra Finances and Operations, 

Commisioned by the League of American Orchestras, P. 10, 2016

リーグ・オブ・アメリカン・オーケストラの統計について、40% のチケット収入

の中には、ツアーによる出演料収入、教育プログラムによる収入、契約料、およ

びパーキング収入、貸館収入、プログラム販売売上収入を含む。

研修に参加して -6
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市民から必要とされる
劇場になるために

藤田　祐輝
公益財団法人三重県文化振興事業団
三重県総合文化センター　三重県文化会館
事業課　音楽事業係長

研修に参加して -7

劇場視察を終えて

　日々の自己の課題とは何だったかを考えると、
今思うことは顧客の減少である。取組みによって
増えている、維持しているというものもあるが、
10 年前であれば完売だった、というものが同じ
ように売れる時代ではなくなった。これは趣味の
多様化やジャンルそのものの衰退という捉え方だ
けではなく、少子高齢化も関係しているだろうし、
人口減少が根幹に絡んでいることは地方各地共通
の問題として考えられるだろう。マーケティング
や努力で集客を伸ばすといった時代を超えて、劇
場が鑑賞体験の場というだけでなく、どのように
社会に対して位置していくのか、存在感をもって
いくべきなのだろうか、というのが私の最大の関
心事だ。
　おそらくそれは言葉にすれば「社会包摂（ソー
シャルインクルージョン）」であり、地域での具
体的な取組みとしては、我々の場合は「アート教
育（アート・イン・エデュケーション）」の可能
性を模索している。具体的な内容は対象や目的に
よって変わるものなので、今回の研修ではなかな
かその詳細まで深く知る機会はなかったが、間違
いなく訪問先のどの劇場でも教育への取組みは行
われていた。それはアメリカの劇場環境としての

「非営利性」からくる必然であったのだろう、と

強く思う。
　日本の公共劇場というのは、地方自治体立が主
で、直営または指定管理が主な運営形態であろう。
税金もしくは指定管理料というのが収入の柱にな
る（もちろんチケット収入や貸館収入なども大き
な収入ではあるが）ことが想定できるが、アメリ
カの劇場においては行政からの資金はほとんど期
待されていない。今回訪問した劇場の収入バラン
スはさまざまであったが、一般的に地域の劇場と
いうのは半分をチケットに、もう半分を個人・企
業からの寄付や助成金でファンドレイジングする
のが一般的だ。日本においては助成金はそれぞれ
の助成財団から事業などの趣旨や目的別に取得す
ることがあるだろうが、もっと使途の自由な資金
を彼らは寄付金によって得て、マネージメントし
ている。
　それができているのは、ただ劇場で行われてい
る公演のファンを増やすというだけでなく、“劇
場外の活動も通して”地域にとっての存在感、信
頼感を獲得しているから、ということが最も大き
な理由だろう。地域に根づいた活動であったり、
地域の誇りであったりするような存在としての活
動が、彼らの支援者を集める原動力になってい
る。当たり前のように作品は自前で制作している

（もしくは提供できる創作環境を有している）し、
支援者とコミュニケーションするためのスタッフ
も専任で複数体制、というのも当たり前のように
なっている。
　彼らが自分たちの活動の継続のために必要なこ
ととして、よい作品をつくることにはもちろん最
大の努力をしているが、それをもっていかにして
地域と関係性を結ぶかということについても本当
に熱心であるという場面を、特に地方劇場で目に
した。劇場がもっている楽団や劇団がなにかしら
世界的なバリューがあるという事例においてさ
え、やはり地域の中での立場という視点は外され
ることはなかった。
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　エンターテイメント性の高い作品を上演し続け
たり、チケット価格の設定を工夫したりすること
によっては、ボックスオフィス 100％の運営が可
能になる場合もあるだろう。しかし、彼らは戦略
としてその道を選ぶことはない。市民のための劇
場であるために、誰もが文化にアクセスできるた
めに、ファンドレイジングを通して多くの市民と
関わることを選んでいる。このことはアメリカの
劇場運営で非常に感銘を受ける点であった。
　異国に行くということは、普段の自分の常識をリ
セットするとまではいわないが、客観視して観るに
はたいへんよい機会である。特に今回は劇場運営の
バックステージを数多く見て回ることができた。
　近年の日本では、特に 2020 年東京オリンピッ
ク・パラリンピックはトピックであるし、これを
どうすべきかという議論の際には「レガシーを残
す」ということが行動より言葉として先行してい
るように思う。文化プログラムの数に対しても目
標値がある。

研修に参加して -7

　しかし、日本全体の 2020 年以降も考えたトレ
ンドとしてあるのはシュリンクであり、文化にお
ける劇場だけでなく、教育にとっての学校や医療
における病院といった、全てのハードに対して厳
しい目が向けられる時代がくることを予想してい
る。残るべきだと思われるために重要なのは、ソ
フトであり、マインドであり、ハートである、と
いうことを、今回の研修において研修生誰もが感
じたのではないか。
　アメリカから学んだこととして最も強く印象的
だったのは、劇場の活動を継続するための存在感
の獲得過程である。はっきりいってしまえば、寄
付の免税の仕組みが全く違うので、全くそのまま
輸入できるシステムではないのだけれど、どうい
う意識で存在感の獲得に取り組んでいるかという
ことは、我々劇場がどういう存在であるか、その
立ち位置を考えることでもあり、その点において
十分な刺激となった。

　最後の研修地であるニューヨークに着いた夜は
自由行動となり、研修生たちは二つのグループに
分かれて行動した。一つはブロードウェイのメト
ロポリタン歌劇場でオペラ「アイーダ」を観劇。
少し高額のチケットだったが首尾よくゲット、感
動の舞台を満喫できた。
　もう一つのグループは、今回の研修の通訳を務
めてくれた赤星友子さんがヴァイオリンで参加す
る演奏会に出かけた。赤星さん同様、ニューヨー
クに在住する日本人作曲家でピアニストの狭間美
帆さんが率いるグループである。ニューヨークの
ダウンタウンで開催された無料のイベントで素晴
らしい演奏を聴かせて頂いた。アメリカ人やドイ
ツ人とともに編成する若手のグループで、日本人

藤田祐輝・小川幹雄（コーディネーター）

が活躍する姿にも刺激を受けた。
　二つのグループが鑑賞した公演は、場所におい
ても規模においても対照的であるが、どちらも
ニューヨークの同じ夜を飾る素敵なエンターテイ
ンメントであり劇場芸術である。ニューヨークの
多彩で豊かな文化の一面に触れることができた一
夜であった。

付 記
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